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ＬＬＬを点点すす昇圧回回を、電電の口口の中に入れれれれ

ば、 電電１本で点点すすすすす可可ににす。  

懐中電点は、１１１円均均均で、 単三４本を電電ケケケに

いれい内内すすすのを見つつつ。 中中を単均１本に変更す

ればれれれいれれれで、面面れれす考考。  

回回回回回回回回図図図図、、、、使使使使使使使使使使使使使使使使、、、、デデデデケケケケデデデデ    

 

使使使使  

Ｌ１：２．２µＨの鼓鼓のコココに５デケタを上巻れすす。上：１２Ｔ、下：５Ｔ。  

Ｃ１、Ｃ１、Ｃ２：積積コタデタコ １１４／２５Ｖ、Ｔ１：４４２。  

Ｑ１：２ＳＬ５５２、Ｌ１：シシシシシケシコシケシ、ＬＬＬ１：面白ＬＬＬです。  

 

 

デケデ  

Ｖin:ＶすＩin:ｍｍは入入電圧す電電です。  

Ｖout:ＶはＬＬＬ両端の電圧、Ｖout:ｍｍはＬＬＬ下端に１Ωの抵抵を挿入し、両端の電圧かれ換換。２１ｍＶ

の時、２１ｍｍ。１．５Ｖ以下は、起起点点しにかしつので割割。  
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ココココココココココココのののの作作作作作作作作    

  

随分分分すのの工工を使しつ。左：ハタシシハコ、右：万入  

  

左：ハタシシハコを万入に固固。１回転でシハコ先す４回転しつ。 

右：鼓鼓のコココの巻れ線をすを、別のポハポポデタ線１．３Φを巻いいいれす。 ５デケタす１２デケタを巻れ、中中すデシタで

す。線線の固固は、蝋を半半半で溶かしい使いれす。  
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上：回回を作を、コココの両端すデシタ使分を確確しれす。 

 

左：回回の使分の拡大。 

 

下：コココのデシタ使分を２本よをれす。両端す半半半上げしれす。シトタトケ

デ側を赤でマケシタマすす。 

コココ５個個作です。大れき：４Φ×４Ｌ。  

 

組組組組みみみみ立立立立いいいい    

 

使使使使、左かれ  

シトタトケデ：２ＳＬ５５２、２．２µＨの鼓鼓のコココ、  

穴ピシピ１．２４の１．６ｔの両面面面を口口に入す８Φ位の円形に加工しつすの、  

積積コタデタコ １１４／２５Ｖ ３個、抵抵：４４２、 シシシシシケシコシケシ、面白ＬＬＬ。  
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面面にシトタトケデすコココを載せ、反対側にコタデタコを取を付つ、コタデタコの間に抵抵すシコシケシを入れれす。ＬＬＬ

はコタデタコの足に半半しれす。  

 

タトケ側はコタデタコの足を使い、マコマケ側はＬＬＬの足を使いれす。 

  

口口はタトケ側の絶縁物す中でシトタトケデに当すので削削しれす。セセハタセケタで、外側を絶縁し、口口の中に入れ

れす。タトケ側は、パパケシトタトケデ使の絶縁物を使い、電電ははす目です。  
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左：途中の様子。デケデを取を起作を確確。  右：使分の拡大。  

個個個個作作作作でででですすすす    

   

左：パパケシトタトケデ使の絶縁物を使しつ＋側電電。電電使のシキシタを外しつ状態。  

中、右：点点しつ状態。ＬＬＬは、すれす１１１円均均均で入入しつ単三２本使の暗かしつ懐中電点かれ外しつすので、

青しっい光です。ケポシシ気味ですす、５２１ＬＬＬ／２５ｃｍ。  

石石ケシケスで点火しにれにしつ電電です、起作しれす。単均電電にれなれですす言れのすよいですう。実は、別別に多れ

掲載しいいすＴＬ４５５ｍす、時々点点しにいすれすしを、新しい電電を要要すすので悩んでいつのです。すれで安安で

す。  

れれれれのののの後後後後、、、、単単単単三三三三１１１１本本本本使使使使にににに変変変変更更更更    

 

れの後、単三電電１本使のピチ懐中電点を１１１円均均

均で入入しつ。眺めいいつれ、上上の電電す入をれれにの

で、考考。  

電電を入れす銅銅を貫貫にしい筒状に変更。ＬＬＬの先

端すポタレににつかすので反反銅の電電のケシシパケ側に

パシシキを入れ、少し浅れしつ。銅銅す前側を少し切断し

短れしつ。  

連続使使時間、計換値：５１ｍｍ、１１時間。  
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